
発生概要 

【発生場所】漣川（ヨンチョン）郡の養豚農家 

【発 生 日】 平成2８年９月３日 

【発生状況】豚５頭が豚コレラの疑い症状を示し、陽性と判定  

【防疫措置】感染が疑われる当該農場の豚２１７頭を埋却処分、殺処 

      分しなかった豚はワクチン追加接種。移動制限措置。 

【そ の 他】 ワクチンを接種している韓国本土での発生は、2013年 

      11月以来3年ぶり。発生農場3km以内の9農場について 

      血液、唾液及び環境から採材を実施予定。 

韓国とは人・物の移動が盛んであり、国内へのウイルスの侵入 

  リスクが高まることが危惧されます。 

いま一度、飼養衛生管理基準を確認し、伝染病の侵入防止に 
 努めましょう！ 
 

１ 日常の飼養管理 
 □ 畜舎内外の消毒       □ 人・車両の入場制限 
 □ 出入りする人・車両の消毒   □ 専用の衣服・長靴の着用 
 □ 毎日の家畜の健康観察   □ 適切処理した食品残渣飼料の給与   

２ 畜舎内への病原体持ち込み防止 
  □ 発生国への渡航自粛   
 □  １週間以内に海外から入国した人を入れない 

３ 野生動物の侵入防止 

  □ ネズミ・昆虫の駆除 
 

豚に異常が見られたら、すぐに家畜保健衛生所まで連絡を！ 

中央家畜保健衛生所 
TEL. 043-250-4141 (夜間・休日転送)       FAX. 043-286-0090 
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韓国本土で豚コレラ発生！！ 




